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議員又は経理責任者印

●

項   目

研修費

支払年月 日

平成30年 2月 6日

金   額

9,840円

交通費 (4名 ) 9,840円

内    容

(株)地方議会総合研究所研修 交通費

支 払 先

(摘  要 )
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平成30年2月 1日 ～ 2月 1日  地方議会総合研究所研修in東京 新政クラブ

2o10/1/31(水 )～ 2/1(木)政書活動費

備  考支 払 先金  額月 日

真利―朗・南野敬介@25,000円 X2名 +振込手数料864円棘地方議会総合研究所研修1月 15日 50,864

阪口芳弘・松波謙太@25,αЮ円X2名 +振込手数料864円佛地方議会総合研究所研修50,864

1/31 ANA990 KⅨ 15105→ HND16120 4名 分ナニワツーリスト117.2001月 26日

ホテルメトロポリタン シングルX4ルーム 1泊朝食付き

ν l AV■ 7 HND20:30→ KⅨ21:504名 分

員塚→関西空港@560X4名2.240 南海電鉄1月 31日

羽田空港→ (品川経由)→池袋 @670X4名2,680 京急空港線・JR山手線

池袋→ (品川経由)→羽田空港 @670X4名JR山手線・京急空港線2,6802月 1日

関西空港→貝塚@560X4名2,240 南海電鉄

228,768



会派研修参加 経費内訳

月 日 項   目 単価 人数 計 備  考

1月 15日 研修参加費 25,000 4 100,000 (株)地方議会総合研究所研修

1月 15日 振込手数料 864 2 1,728 上記振込手数料

1月 26日 飛行機代口宿泊代 ナニワツーリスト 29,300 4 117,200 航空料金、宿泊代

小計 218,928

1月 31日 ～
2月 1日 交通費 2,460 4 9,840 別添旅費算出書のとおり

小計 9,840

合  計 228,768

9,840最終支出額
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政 務 活 動 費 旅 費 算 出 書

円

金  額
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訳内

出張先 アットビジネスセンター池袋駅前別館(株)地方議会総合研究所研修
張

務

出

用

平成30年 2月 1日 帰着平成30年 1月 31日  出発

急行・指定・其の他の料金鉄道・軌道・船・航空機・其の他の運賃

発着駅名 着地駅名団証副 金 額粁数 金 額発着駅名 着地駅名利用種別

発 着 粁着

関西空港

粁 円

ｎ
υ

Ａ
ｖ

ｒ
０鉄道 貝塚

発

670羽 田 池袋鉄道

670池袋 羽 田鉄道

560関西空港 貝 塚鉄道

料  金  ・計 円2,460円運  賃  計

総  合  計 2,460円宿泊 1夜当リ ×

上記金額は政務活動費使途基準に基づく旅費算出額です。
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ムイラ氏蔓喜

議員又は経理責任者印 ●

項   目

広報費

支払年月 日

平成 30年 2月 13日

金   額

126,000円

内   容

新政クラブニュース第 7号 製作費

35, 000教 :  @3.60円

支 払 先

有限会社 山村印刷所

(摘  要)



御 見 積 書

新政クラブ 様

No

代表取締役 嘉 田

〒597-0001 大阪府員塚市

TEL(072)431-2112(代 )

FAX(072)433-0660

金 額

●
数   量 単 価ロロ 名

新政クラブニユース 第7号

35000枚 @3.60 ¥ り
‘A3 マットコート90kg両面カラー ＾
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(25000'10000枚 )※今回は前回より少し厚めのマットとなります。

ポスティング費用¥135,000と合算した

総単価は@7.46となります。
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有限会社 山 村  E口 刷 所

201旦重三_1」ヨ 30旦

下記のとおり御見積申し上げます

小  計



雌

領 収 証 貝暴ヤ漱A新まつ)ブ 様

金 額
７

イ

′

ノ

′
と

′
′
０ 0 0 0

ご
~ジ

」(面浄

手 形
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30年  ■ 月 14日  上記金額正に領収致 しました

饉

■目■
0“31TAL PRESS ¬「597-0001

TEL(072)431-211マックスアート9500導入

各種大判カラー出力

新政クラブ 様

色隆製四産
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新政クラブニュース第 7号 A3 マ ットコー ト90kg 4/4 両面

塁経山村印刷所

平成30年 と 日

L

¥120,000
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35000 枚
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請  求  書
30年  2月  ′チ日(  2 月 限)

fr W..') ) 7" 様

御請求額グ /ユ

`、

θοο
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上 記 の とお り御 請 求 申 し上 げ ます

銀行振込の場合は

池田泉州銀行貝塚支店 当

_は _基経山村 印刷所
■赳■〒597席異霞需晶温瑞2轟彗
DiG:TAL PRESS TEL(072)431-2112(十 υ

FAX(072)｀433-0660

』nこお願い申し上げます。

=●目

新政クラブ 様

品

新政クラブニュース第 7号 A3 マットコー ト90kg 4/4 両面

囲憂理]基経山村印刷所
, 1ヽ表取綺役 嘉  H 教 夫
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ム准氏島喜

議員又は経理責任者印 ●

項   目

広報費

支払年月 日

平成 30年 2月 13日

金   額

135,000円

5円 x25,000=125,000+10,000(消 費税)=135,000円

内   容

新政クラブニュース 第 7号 配布費

@5円 x25,000部

支 払 先

株式会社 ライズナビ

和歌山市園部860-l  TEL073-496-4196

(摘  要)



請求書

目塁壺」議1全麦L彙乞」2二2L」製主 2018年 01月 25日

394

平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 株式会社ライ
=〒=640-8483

和歌山県和歌山

電話:07
担当 :井上政美

振込期日 2018年 02月 28日

振込先
紀陽銀行 六十谷支店 普通貯金

名義  『株式会社ライズナビ』

饉豊畳

誠に勝手ながら、振り込み手数料はお客様のこ負担でお願いいたします。

日付

請求書番号

小計 消費税 合計金額

125,000円 10,000円 135,000円

詳細 数量 単価 金額

ポスティング A3 貝塚市 25,000 Ｆ
０ 125,000
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新
政
ク
ラ
ブ
は
、
真
利

一
朗

口
阪
口
芳
弘

口
松
波
謙
太

口
南
野
敬
介
が
所
属
す
る
会
派
で
す
。
二
〇

一
七
年

一
年
間
の
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

新政クラブニユース第 7号 http://r.goope.」 p/sinse:/   TEL072-433-7306

ラ一́一一ュ一・フ一̈一一一

自
り配

斜

《
第
二
回
定
例
会

一
般
質
問
》

六
月
十
二
日
に
開
催
さ
看
た
第
二
回
定
例

会
で
の

一
般
質
問
で
す
。

◎
婚
活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
‘

◆
南
野
敬
介
議
員

婚
活
に
は
人
口
減
少
を
ど
う
食
い
と
め
る

か
と
い
う
視
点
も
要
る
と
思
い
ま
す
。

貝
塚
市
の
人
口
も
ピ
ー
ク
時
か
ら
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障

。
人
日
問
題
研
究
所
の
人

口
統
計
で
、
何
も
し
な
け
れ
ば
二
〇
四
〇
年

に
は
七
万
七
千
人
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
ヽ
四
月
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

（社
協
）
で
結
婚
相
談
が
始
ま

っ
て
る
が
、

具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か
。

◎
福
祉
部
長

市
内
在
住

・
在
職
者
を
対
象
に
、
登
録
手

続
き
し
、
中
か
ら
希
望
の
相
手
を
選
び
、
双

方
合
意
に
よ
り
、
初
回
は
相
談
員
の
立
会
い

の
下
で
お
見
合
い
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
、
交
際
、
結
婚
生
活
等
に
お

け
る
悩
み
事
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
相

談
を
受
け
ま
す
。

◆
南
野
敬
介
議
員

六
月
の
段
階
で
、
何
ら
か
の

形
で
成
果
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

◎
福
祉
部
長

六
月
五
日
現
在
で
登
録
者
が

七
名
。
そ
れ
以
降
、
予
約
が
四

件
入
っ
て
い
ま
す

◆
南
野
敬
介
議
員

現
在
社
協
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
今

度
は
貝
塚
市
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

人
口
減
少
の
抑
制
等
を
掲
げ
た
貝
塚
市
ま

ち

・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
平
成

二
七
年

一
〇
月
に
策
定
し
、
「若
者
が
住
み

続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
や

「
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
、
「賑
わ
い

と
活
気
に
あ
ふ
れ
、
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

「創
生
総
合
戦
略
」
を
本
年
度
中
に
改
定

す
る
予
定
で
、
そ
の
中
で
婚
活
に
関
す
る
施

策
を
追
加
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

◆
南
野
敬
介
議
員

貝
塚
市
ま
ち

・
ひ
と

。
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
加
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

い
つ
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
改
定
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

今
年
度
が
貝
塚
市
ま
ち

口
ひ
と

・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
中
間
年
に
な
り
、
今
年
度

で
策
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
南
野
敬
介
議
員

我
々
新
政
ク
ラ
ブ
は
政
務
調
査
で
神
奈
川

県
海
老
名
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

海
老
名
市
で

「縁
結
び
タ
ク
シ
ー
事
業
」

と
い
う
事
業
が

取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

海
老
名
市
の

名
所
を
タ
ク
シ

ー
を
使
っ
て
訪

れ
、
．そ
の
際
運

転
手
が
勉
強
し

て
名
所
案
内
す
る
丸

一
日
の
企
画
で
す
。

実
費
で
、
海
老
名
市
周
辺
の
結
婚
相
談
所

に
声
を
か
け
、
周
辺
の
自
治
体
か
ら
も
援
助

を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
三
〇
名
の
参
加
者
が
あ
リ
カ
ッ
プ

ル
が
五
組
で
き
た
と
。
他
市
の
参
加
者
で
も

将
来
的
に
海
老
名
市
に
居
住
し
て
も
ら
う
た

め
の
投
資
と
い
う
視
点
で
し
た
。

そ
こ
で
、
貝
塚
市
で
も
、
観
光
地
も
あ
り
、

水
鉄
タ
ク
シ
ー

・
水
鉄
バ
ス
・
水
間
鉄
道
も

あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
使
い
縁
を
貝
塚
市
に
呼

び
込
む
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

先
ほ
ど
議
員
か
ら
い
た
だ
い
た
提
案
等
も

含
め
て
改
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
南
野
敬
介
議
員

こ
れ
は

一
つ
の
案
で
す
。
婚
活
は
、
今
の

若
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
で
全
然
変
わ

っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
辺
を
リ
サ
ー

チ
し
て
、
何
が
貝
塚
市
の
魅
力
を
感
じ
る
よ

う
に
情
報
を
発
信
で
き
る
の
か
、
ま
た
ど
ん

な
仕
組
み
が
で
き
る
の
か
と
い
う
の
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
際
、

ど
こ
の
課
が
窓
口
に
な
る
の
か
や
、
整
理
の

仕
方
な
ど
、
今
の
段
階
で
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

:/

◎
都
市
政
策
部
長

貝
塚
市
ま
ち

・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
窓
回
は
政
策
推
進
課
で
す
。

そ
の
中
の
検
討
材
料
の
中
で
ど
こ
の
担
当

が
最
終
的
に
持
つ
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

南
野
敬
介
議
員
議
会

で
の
役
職

・
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員

・
庁
舎
建
替
問
題
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
大
阪
府
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

【予
算
特
別
委
員
会
で
そ
の
他
の
質
問
】

◎
せ
ん
ご
く
の
社
管
理
事
業
に
つ
い
て

◎
情
報
発
信
事
業
に
つ
い
て

◎
人
権
推
進
費
に
つ
い
て

◎

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
推
進

事
業
に
つ
い
て

◎
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て

◎
旧
と
畜
場
管
理
事
業
に
つ
い
て

◎
水
間
鉄
道
安
全
輸
送
整
備
に
つ
い
て

◎
空
き
家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
公
園
緑
地
管
理
事
業
に
つ
い
て

◎
市
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
つ
い
て

◎
ス
ヶ
ｌ
ト
ボ
ー
ド
場
の
整
備
に
つ
い
て

【第
二
回
定
例
会
（六
月
）
で
の

そ
の
他
質
問
項
目
】

◎
が
ん
対
策
推
進
条
例
に
つ
い
て

【第
四
回
定
例
会
（十
二
月
）
で
の

質
問
事
項
】

◎
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
に
つ
い
て

◎
藤
原
市
長
二
期
八
年
の
総
括
と

三
期
目
に
向
け
て
の
取
組
み
に
つ
い
て

新政クラブニュースは政務活動費を使用して作成 しています。35,000枚作成。1枚単価 3.60円。総単価 7.46円

記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。



http://r_goope.」 p/sinsei/   ′「EL072-433-7306新政クラブニユース第 7号

ロ ド

ー
n

禾」I

《
決
算
特
別
委
員
会
》

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ

た
決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問
内
容
で
す
。

◎
公
園
墓
地
区
画
整
備
事
業
に
つ
い
て

◆
真
利

一
朗
議
員

永
代
使
用
料
は
平
成

（以
下
Ｈ
）
二
五
年

度
に
市
内
用
二
平
米
が
で
き
、
約
四
四
０
０

万
円
と
増
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ｈ
二
六
年
度

・

二
七
年
度

・
二
八
年
度
と
数
字
が
下
が
り
ま

し
た
。

特
に
Ｈ
二
八
年
度
が
約
七
九
二
万
円
と
今

ま
で
に
な
い
少
な
い
数
字
だ
と
思
う
の
で
す

が
要
因
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◎
市
民
課
長

核
家
族
化
、
少
子
化
で
墓
地
に
対
す
る
価

値
観
の
変
化
な
ど
、
個
人
で
お
墓
を
持
つ
人

が
減
少
し
て
い
る
の
と
、
高
齢
化
に
よ
り
経

済
的
に
お
墓
を
維
持
す
る
余
裕
が
な
い
と
い

う
要
因
で
、
落
ち
込
ん
で
き
た
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
真
利

一
朗
議
員

土
地
が
あ
っ
て
も
子
が
出
て
い
く
と
な
っ

た
ら
、
返
還
と
い
う
流
れ
に
な
る
の
か
。

ち
ろ
つ朗
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記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

新
政
ク
ラ
ブ
は
、
真
利

一
朗

・
阪
口
芳
弘

・
松
波
謙
太

・
南
野
敬
介
が
所
属
す
る
会
派
で
す
。
二
〇

一
七
年

一
年
間
の
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
市
民
課
長

返
還
は
、
最
近
は
年
二
〇
件

程
度
の
推
移
で
す
。

当
初
抽
選
で
購
入
し
た
方
が

い
ざ
と
い
う
時
必
要
な
い
と
か

他
市

へ
転
出
等
の
要
因
だ
が
辞

し
く
分
析
し
た
い
。

◆
真
利

一
朗
議
員

公
園
墓
地
の
墓
地
使
用
状
況
で
、
管
理
費

が
Ｈ
二
八
年
度
で
は
二

一
五
四
万
三
〇
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
た
が
ど
の
部
分
の
管
理
を
し

て
い
る
の
か
。

◎
市
民
課
長

墓
園
部
分
に
対
す
る
支
出
で
維
持
管
理
で

約
千
五
百
万
円
ぐ
ら
い
、
職
員

一
人
分
の
人

件
費
が
七
五
〇
万
円
、
墓
地
の
返
還
費
用
が

大
体
約
六
五
〇
万
円
と
見
て
お
り
ま
す
。

◆
真
利

一
朗
議
員

清
掃
費
が
管
理
費
の
中
で
充
填
さ
れ
て
い

る
か
。

◎
市
民
課
長

Ｈ
二
六
年
度
六
五

一
万
六
千
円
は
草
刈

り
、
木
の
剪
定
、
ビ
み
処
理
代
、
水
道
代
、

修
理
費
用
も
含
め
た
金
額
で
す
。

◆
真
利

一
朗
議
員

入
口
か
ら
墓
地
ま
で
運
動
広
場
、
公
園
、

展
望
台
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
の
草
刈
り
が

全
然
で
き
て
い
な
い
。

公
園
部
分
は
管
理
費
で
賄
れ
て
い
る
の
か
。

◎
市
民
課
長

墓
地
管
理
料
で
墓
田
部
分
の
維
持
管
理
し

て
お
り
ま
す
。

公
園
部
分
は
市
費
で
行
っ
て
い
て
広
範
囲

に
な
る
為
工
夫
し
な
が
ら
行
い
た
い
。

時
期
を
考
え

て
除
草
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た

管
理
員
の
仕
事

内

容

は

ど

う

カ◎
市
民
課
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
毎
日

一
人
委

託
配
置
し
て
い
ま
す
。

休
日
、
土
日
に
基
地
の
申
込
み
、
埋
蔵
申
請
、

業
者
受
付
、
石
材
店

へ
の
工
事
完
了
確
認
、

事
務
所

・
ト
イ
レ
清
掃
、　
一
日
二
回
の
公
園

巡
回
や
購
入
者
の
現
場
案
内
が
主
な
業
務
で

す
。

◆
真
利

一
朗
議
員

お
盆
と
彼
岸
に
無
料
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

Ｈ
二
七
年
度
が
三

一
二
人
、
二
八
年
度
が

二
九

一
人
の
利
用
と
聞
く
が
間
違
い
な
い
か
。

ま
た
バ
ス
は
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利

用
で
す
よ
ね
。
別
に
費
用
が
か
か
っ
て
い
な

い
で
す
よ
ね
。

◎
市
民
課
長

Ｈ
二
七
年
度
で
三

一
三
名
、
Ｈ
二
八
年
度

で
三
九

一
名
で
す
。
市
の
パ
ス
を
借
り
て
、

経
費
を
払
う
事
は
な
い
で
す
。

【決
算
特
別
委
員
会
で
そ
の
他
の
質
問
】

【第
二
回
定
例
会
（六
月
）
で
の質

問
項
目
】

◎
通
学
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

◎
貝
塚
市
と
泉
州
地
区
広
域
観
光
に
つ
い
て

真
利

一
朗
議
員
議
会

で
の
役
職

・
新
政
ク
ラ
ブ
代
表

・
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
庁
舎
建
替
問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員

・
岸
貝
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
長

・
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員

新政 クラノニュースは政務活動費を使用 して作成 しています。 36.000枚作成。 1枚単価 3.60円 。総単価 7.46円

◆
真
利

一
朗
議
員

◆
真
利

一
朗
議
員

今
年
度
の
墓
地
の
募
集
区
画
に
は
市
内
四

平
米
を

一
〇
区
画
、
二
平
米
を
二
〇
区
画
、

市
外
の
四
平
米
を
五
区
画
、
二
平
米
を
五
区

画
の
計
四
〇
区
画
と
き
い
て
い
る
が
今
後
ど

う
い
う
形
で
販
売
を
進
め
て
い
く
か
。

◎
市
民
課
長

こ
れ
ま
で
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
に
、

市
内
石
材
店
、
指
定
葬
産
店
等
に

「
公
園
墓

◎
公
用
車
広
告
掲
載
料
に
つ
い
て

◎
放
置
自
転
車
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
環
境
公
害
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
水
道
料
金
減
免
事
業
に
つ
い
て

◎
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い
て

◎
商
店
街
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

◎
観
光
案
内
所
運
営
費
に
つ
い
て

◎
鉄
道
軌
道
安
全
運
送
設
備
等
整
備
事

業
に
つ
い
て

◎
空
き
地

・
空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
公
園
維
持
補
修
事
業
に
つ
い
て

◎
住
居
表
示
整
備
費
に
つ
い
て

◎
コ
ン
ピ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
計
画
事
業
に
つ
い
て

◎
備
蓄
物
品
整
備
事
業
に
つ
い
て

地
の
し
お
り
」
を
設
置
。
募
集
ポ
ス
タ
ー
を

ハ
！
モ
ニ
ー
バ
ス
や
庁
合
に
掲
示
し
て
い
ま

し
た
。

昨
年
の
秋
に
市
内
の
石
材
店
に
販
売
促
進

の
お
願
い
に
訪
問
し
ま
し
た
。
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松
波
謙
太

ま
つ
な
み
け
ん
た

《
代
表
質
問
》

二
月
九
日
に
行
わ
れ
た
策

一
回
定
例
会
に

て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◎
学
校
現
場
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

◆
松
波
謙
太
議
員

防
災
教
育
は
、
自
ら
危
険
を
予
測
し
回
避

す
る
能
力
を
高
め
、
命
を
守
る
行
動
に
つ
な

が
り
、
学
ん
だ
事
は
、
卒
業
後
も
生
涯
活
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

「釜
石
の
奇
跡
」
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
背
景
は
教
育
で
子
ど
も
が
身

に
つ
け
た
対
応
力
が
想
定
外
を
乗
り
越
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
義
務
教
育
に
お
い
て
社

会
の
防
災
、
減
災
力
の
向
上
な
ど
、
災
害
全

般
に
対
す
る
理
解
、
学
習
す
る
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
市
区
町
村
の
教
育
委
員
会
な

ど
教
育
行
政
、
教
育
現
場
は
、
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
、
防
災
管
理
等
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

各
学
校
に
お
い
て
、
学
校
安
全
を
ど
う
と

ら
え
、
防
災
に
ど
う
対
応
し
、
い
か
に
児
童

・

生
徒
を
守
る
か
、
近
年
の
学
校
の
現
状
の
課

題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
央
防
災
会
議
の
発
表
で
南

海
ト
ラ
フ
地
震

で
被
害
は
、
死

者

数

約

二

二
万

二
〇
〇
〇
人
、

負
傷
者
約
六

二
万
三
〇
〇
０
人

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
る
力
を
育
む
防
災
教
育

を
児
童

・
生
徒
に
対
し
、
教
科
内
で
ど
の
程

度
の
年
間
時
間
を
設
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
教
師
、
職
員
向
け
の
防
災
教
育
研

修
や
地
域
性
を
考
慮
し
た
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、
児
童

・
生
徒

へ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
し
ま
す
。

◎
西
敏
明
教
育
長

小
・
中
学
校
で
は
、
火
災
、
地
震
、
津
波
、

不
審
者
侵
入
等
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
初

め
、
日
常
生
活
の
中
に
存
在
す
る
危
機
に
気

づ
き
、
適
切
に
対
応
で
き
る
実
践
的
な
能
力

や
態
度
、
望
ま
し
い
習
慣
の
形
成
を
目
指
し

て
、
学
級
活
動
や
学
校
行
事
等
で
防
災
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
に
つ
い
て
適
切
な
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
防
災
学
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

教
職
員
向
け
の
平
成
二
八
年
度
防
災
教
育

研
修
は
、
六
月
に
各
幼

・
小

。
中
学
校
の
担

当
者
を
対
象
に
、
ま
た
十

一
月
に
は
校
園
長

会

・
主
査
会
合
同
研
修
で
、
市
の
危
機
管
理

担
当
を
講
師
に
迎
え
、
員
塚
市
に
お
け
る
防

災
対
策

・
校
区
に
特
化
し
た
防
災
の
課
題

・

そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考

に
、
各
学
校
で

毎
年
作
成
し
て

る
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

．，

◆
松
波
謙
太
議
員

少
し
気
に
な
る
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。

教
育
心
理
学
研
究
の
実
践
研
究
の
中
で
、

小
学
校
五

・
六
年
生
を
対
象
に
、
防
災
教
育

が
保
護
者
の
防
災
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
調

査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

防
災
教
育
を
行
っ
た
前
後
三
箇
月
の
恐
怖

感
情
や
脅
威

へ
の
帰
着
性
、
脅
威
の
深
さ
、

反
応
効
果
性
を
測
定
し
た
結
果
、
防
災
教
育

直
後
の
保
護
者
は
、
感
情
や
認
知
の
高
ま
り

が
確
認
さ
れ
た
の
が
、
三
箇
月
後
に
は
防
災

教
育
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
た
事
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

防
災
意
識
は
持
続
し
な
い
事
を
前
提
に
、

今
後
定
期
的
に
再
学
習
を
す
る
機
会
を
持
つ

事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
や
家
族

へ
の
伝
達
意
図
を
高
く
す

る
教
育
の
内
容
を
工
夫
す
る
の
が
有
効
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
防
災
教
育
が
問
わ
れ
て
い
る

中
、
児
童

・
生
徒

へ
再
学
習
と
効
果
的
な
防

災
教
育
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

◎
西
敏
明
教
育
長

防
災
指
導
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
体

を
使
っ
て
動
き
な
が
ら
学
ん
で
い
く
と
い
う

や
り
方
で
す
。

年
間
三
回

（火
災

・
地
震

・
不
審
者
）
行

っ
て
い
ま
す
。

教
科
に
お
け
る
学
習
も
行
わ
れ
て
い
る
の

で
何
時
間
使
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
普

通
の
授
業
の
中
で
学
習
し
て
勉
強
す
る
が
大

切
と
考
え
ま
す
。

保
護
者
に
も
学
ん
だ
後
の

「喉
元
過
ぎ
れ

ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
と
い
う
こ
の
問
題
は
、

非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も

刺
激
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
み
を
研
究

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
波
謙
太
議
員
議
会

で
の
役
職

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
防
災
・環
境
問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

・
貝
塚
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

ヘ‘
「
―

―

【第
二
回
定
例
会
（九
月
）
で
の質

問
項
目
】

◎
木
造
建
築
物
密
集
地
域
の
防
災
に
つ

い
て

◎
既
存
民
間
建
築
物
の
耐
震
基
準
調
査

内
容
と
防
火
構
造
改
修
補
助
制
度
に

つ
い
て

◎
用
水
路
等
の
転
落
防
止
対
策
に
つ
い
て

記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

【代
表
質
問
で
そ
の
他
の
質
問
】

◎
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

・
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

◎
遊
休
地
を
利
用
し
て
の
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
場
の
整
備
に
つ
い
て

◎
学
童
保
育
の
現
状
に
つ
い
て

◎
高
齢
社
会
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

◎
空
き
家

・
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

◎
消
防
団
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
　
・

◎
学
校
現
場
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ

い
て

◎
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

◎
Ｊ
Ｒ
東
員
塚
駅
の
将
来
像
と
安
全
対

策
に
つ
い
て

◎
津
田
浄
水
場
の
整
備
に
つ
い
て

◎
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
推
進
に

つ
い
て

◎
部
落
差
別
解
消
法
成
立
に
伴
う
本
市

の
見
解
に
つ
い
て

新政クラブニュースは政務活動費を使用 して作成 しています。35,000枚 作成。 1枚単価 3.60円 。総単価 7.46円
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さ
か
ぐ
ち
よ
し
ひ
ろ

0

《
予
算
特
別
委
員
会
》

二
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三
日
に
開
催
さ

れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問
内
容
で
す
。

◎
塵
芥
収
集
事
業

（ご
み
袋
）
に
つ
い
て

◆
阪
口
芳
弘
議
員

家
庭
に
可
燃
ご
み
袋
を
配
布
し
た
が
町

会

・
自
治
会
の
反
応
は
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

「配
布
は
あ
り
が
た
い
」
「継
続
す
る
の
か
」

「枚
数
増
や
し
て
は
」
と
い
う
ご
意
見
等
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
阪
口
芳
弘
議
員

中
に
は
否
定
的
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。
大

量
の
緑
色
の
ご
み
袋
が
余
っ
た
か
ら
、
町
会

の
加
入
促
進
に
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
説

明
も
な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

町
会
連
合
会
の
幹
事
会
で
説
明

・
了
承
を

得
た
後
、
各
町
会
長
、
自
治
会
長
宛
に
別
途

文
書
も
送
付
し
、
各
加
入
世
帯
に
も
説
明
文

は
配
付
し
ま
し
た
。

阪
□
芳
弘

一フ一́
ニ
ユ・・フ（［一に一

Ｉ

。

一

　

　

ｄ

“

第

記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

新
政
ク
ラ
ブ
は
、
真
利

一
朗

・
阪
口
芳
弘

・
松
波
謙
太

・
南
野
敬
介
が
所
属
す
る
会
派
で
す
。
二
〇

一
七
年

一
年
間
の
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
限
口
芳
弘
議
員

配
布
文
書
の
詳
細
は
き
ち
ん

と
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う

が
。配

布
す
る
に
も
大
量
の
可
燃

ご
み
袋
は
重
く
負
担
が
あ
る
が
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

各
町
会

・
自
治
会
の
加
入
世
帯

へ
の
配
布

は
町
会

・
自
治
会
の
協
力
が
必
要
で
す
。

加
入
世
帯
だ
け
に
配
布
す
る
の
で
実
情
を

把
握
し
て
い
る
町
会

・
自
治
会
に
負
担
は
か

け
る
が
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
阪

口
芳
弘
議
員

町
会
・自
治
会
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
な
ら
、

出
向
い
て
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

十
分
伝
わ
る
よ
う
検
討
を
考
え
ま
す
。

◆
阪
口
芳
弘
議
員

大
量
の
緑
色
可
燃
ご
み
袋
が
余
り
ま
し

た
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
検

証
し
ま
し
た
か
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

緑
色
の
可
燃
ご
み
袋
が
紫
色
に
変
更
し
三

ヶ
月
間
経
過
措
置
を
設
け
た
。
三
ヶ
月
普
段

よ
り
も
販
売
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
予
想
が
実
際
よ
り
売
れ
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
阪
口
芳
弘
議
員

一
番
の
問
題

は
業
者
と
の
確

執
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

業
者
は
貝
塚

市
以
外
に
も
納

め
て
い
て
、
沢

山
の
ノ
ウ
ハ
ウ

持
っ
て
い
ま
す
。

す
色
々
な
所
に
納
め
て
問
題
点
も
知

っ
て
ま

そ
の
事
を
聞
く
耳
を
持
た
な
か

っ
た
。

業
者
も
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
か
ら
言
わ
な

い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

今
担
当
課
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す

■
″◎

廃
棄
物
対
策
課
長

可
燃
ご
み
袋
の
仕
様
書
が
他
市
に
比
べ
て

き
つ
過
ぎ
る
の
で
は
と
い
う
事
の
ご
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
度
か
ら
は
仕
様
書
を
見
直

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で
マ
イ
ナ
ス
誤
差
を
認
め

る
形
の
取
扱
い
に
し
ま
し
た
。

◆
阪
口
芳
弘
議
員

そ
う
で
は
な
く
て
業
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

仕
様
書
の
云
々
は
解
決
し
て
い
ま
す
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

業
者
の
方
は
プ
ロ
で
専
門
で
す
。
全
て
の

業
者
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
参
考
に
し
市
で
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
阪
口
芳
弘
議
員

ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
が
、
あ
る
町
会
で

は
独
自
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
っ
て
全
町
民

へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
阪

口
芳
弘
議
員

冷
蔵
庫
や
壁
等
、
日
に
付
く
と
こ
ろ
に
張

っ
て
い
つ
て
も
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
私
は

大
事
だ
と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で
す
か
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
収
集
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

載
せ
て
い
く
こ
と
で
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
打

ち
出
し
し
て
、
そ
れ
を
張
っ
て
確
認
し
な
が

ら
出
し
た
い
と
い
う
市
民
の
方
に
は
、
そ
う

い
う
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

阪
口
芳
弘
議
員
議
会

で
の
役
職

・
監
査
委
員

・
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員

・
防
災

・
環
境
問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員

【予
算
特
別
委
員
会
で
そ
の
他
の
質
問
】

◎
放
置
自
転
車
対
策
事
業
に
つ
い
て

◎
工
場
排
水
等
水
質
分
析
に
つ
い
て

◎
町
会
加
入
促
進
に
つ
い
て

◎
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

◎
商
店
街
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

◎
住
居
表
示
整
備
事
業
に
つ
い
て

◎
郷
土
資
料
室
事
業
に
つ
い
て

◎
図
書
館
利
用
促
進
事
業
に
つ
い
て

◎
図
書
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て
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◆
阪
口
芳
弘
議
員

町
会
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
れ
ば
来
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
よ
う
か
。

◎
砂
川
豊
和
副
市
長

当
然
そ
の
よ
う
な
要
望
が
あ
れ
ば
、
行
っ

て
説
明
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
る

よ
う
に
し
て
戴
い
た
い
の
で
す
が
。

◎
廃
棄
物
対
策
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
う
は
早
急
に
載
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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項   目

資料作成費

支払年月 日
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金   額

6, 966円

内  1容
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支 払 先

NTT西 日本

(摘  要)
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【NTT西日本ご利用分】
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(合 計)

ご利用料金内訳書 お客さま番号
ページ
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380
428
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11 188
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1月

1月

1日～

1日～

1日～

1月 31日

1月 31日。

1月 31日

】

た5,350円 に8%を乗じて算出しています。

Tコ ミュニケーションズご利用分。契約番号

6=966
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算

算

算

合

合
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項   目

資料作成費

支払年月日

平成 30年 3月 22日

金   額

6,966円

内   容

NTT使用料 (平成 30年 3月 分)

支 払 先

NTT西 日本

(摘  要)
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お客さま氏名

新政クラブ 様

金  額

平成 3o年   3月 分

¥6, 966
うち、消費構相当ロ

428円茜面
TTI下粗
大阪支店

お客さまからの
料金お岡含せ先 (無料)

0120-747488

3,13,22
一
日

付

印

氏篭幽夢ソ
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11ご ろ、NTT西 日本をご利用いただきましてありがとうこざいます。
裏面のお支払場所にこの請求書をご持参のうえ、お支払いください。
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※お支払期限後に支払われた場合は、年 14.5%(1日 当たり約0.04%)の

延滞利息をお支払いいただく場合もあります。
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料金お問合せ先              (無 料)

0120-747488
豪営薫時苺 :午 前9時～午後5時 土曜・日曜・祝日・年末年始 (12月 29日～1月 3日 )は除きます。
※携椰電話・PHSか らもご利用いただけます。

電可
の
ョ主を セl,台

せは局番なしの「l16」へ(無料)なぎざJ^ぅ 腱認留 もへ (無料)

電 話 の 故 障 は 局 番 な しの「l13」 へ(無料)

・PHS力 'ら

・ひかり電話に関するこ嗜主文・お問合せは 01 116116ヘ
レッツサービス・ひかり に 障は 0120-248995^、

お客さま番号 ご請求年 月

平成・30年 3月 分

ご請求額 (Charge)

6′ 966 円

お支払期限 (Due Date)

平 成 30年  4月  2日

ご 請 求 の 内 訳 金 額  (円 ) お 矢ロ り せ

NTT西日本ご利用分

料金回収代行サービスご利用分

(合計)

5, 778
1, 188
6, 9‐ 66

料金回収代行サービスをご利用になった料金です。

詳細については、「ご利用料金内訳書」をご覧ください。

●お支払い方法についてクレジットカード決済へ変更される場合は、右のQRコードをスマートフォン等で読み取り申込みフォームヘお進みくだきいI
※インターネット接続費用はご利用者自身の負担です。正常に読み取りできない場合は、下記URLをパソコンからご覧ください。

ntt― west.co.jp/den、 ″a/charge/payiΥlent/pay:T:ent.html
l～ 2ヶ 月ほど要します。完了までの間は請求書でのお支払いとなります。※ 続きには くだ さい。

の請求書をご持参のうえ、お支払いください。※ の請求書のお支払いはクレジットカー ドでの引き落としができませんので、襄 し

=下
の部分を切り取り、裏面の各お支払場所にてお支払い願います。

―く切り取り線 >― ―__________… ……………………………………………………



社用コード 02406 ご利用料金内訳書 お 書 さ ま 番 号

5,400
-430
380
428
(428)

5,778

日～ 2月 28日

日～ 2月 28日 。

日～ 2月 28日

2月

2月

2月

した5,350円 に8%を乗じて算出しています。

Tコ ミュニケーションズご利用分。契約番号1: 188
11 188

61966

1 ページ

料 金 内 訳 名 金  額 (円 ) 税区分

【NTT西日本ご利用分】
フレッツ 光ネクスト FHS利 用料

フレッツ。あっと割引

セキュリティ。ライセンスプラス利用料

消費税相当額

(内訳)消費税相当額 (合算分)

(小 計)

【料金回収代行サービス
OCN光withフ レッツ利用料等

(小 計)

(合 計)

ご 利 用 期 間 等 の お 知 ら せ

算

算

算

合

合

合



支 払 伝 票

議員又は経理責任者印

●

項   目

資料作成費

支払年月 日

平成 30年 3月 23日

金   額

2,717円

内   容

エプソンインクカー トリッジ ICBK 80L Xl

エプソンインクカ一ヽトリッジ ICLC 80L Xl

支 払 先

同長常

(摘  要)
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上記正に領収いたしました

OA機 器 ・
事務用品・文具・

有限会社  長

0597-0∞ 4貝 塚 市 西
TEL〈 072〉422-0162(代 )

FAXく 072〉431-2601
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摘  要

呈矛」l‖青障口ヽ真なこ轟F竪昂
有限会社 1長    常

代表取締役 長 井 常 昭
くヮ597-0004
貝 塚 市 西 町 7-3
TEl〈 072〉 422-0162(fり

~

「
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支払伝票

●

項 目 資料作成費

支払年月日 平成  30年  3月  26日

金 額 182円

内 容 コピー代( 12 1 2  月分)

支 払 先 コニカミノルタジャバン(株 )

(概  要 )

会派(新政クラブ)



請求先コード 8300075512

請求書番号 T170347070T

597-8585
大阪府 貝塚市 畠中

17-1
貝塚市役所本館 3F
貝塚市役所議会事務局

新政クラブ

17 12

請 求 書

(⇒ :ONIQ M:NOL=A

毎々格別のお引立てを賜 り厚くお礼申し上げます。
下記の通 りご請求申し上げます。

目3番 1

お問合先 業務統括センター

月日話擢『 fナ 0120-929-805

銀行 三井住友銀行 (銀行コー ド0009)

立売堀支店 (店番123)

ページ  1/
作成日 18年 01月  06

まれております。

V40

‥

　

日

1丁 目

様

17 12

関西

__普通No lllllD
口圧名義 コ勁 ミノルタシ・ヤハ

°
ン(力  ~

01 31

請求明細表

※上記ご請求欄には、

お買上金額 お支払期 日

50 184Ю L月 31日

お買上額 ご請求残高 ****** ******

50 50 ****** ******

月 日 伝票番号 商  品  名 数 量 単 価 金 額 合  計 備 考

112 517776 bizhub223チ ャ

消 費 税 等 (8%)

32 枚 単価 1円 49銭
◆チャージ料金伝票計◆

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額 計

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額

47.00 47

3

47

3

50

50

47

3

50

1



請求先コード 8300075512

請求書番号 T170385163T

597-8585
大阪府 貝塚市 畠中

17-1
貝塚市役所本館  3F
貝塚市役所議会事務局

新政クラブ

請 求 書 ページ  1/ 1
作成日 18年  02月  03日
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1丁 目
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・ン(カ

様

お買上金額 お支払期 日

69 18年02月 28日

18 01 31

請求明細表

■ ⇒:ONICA MiNOEIA

毎々格別のお引立てを賜り厚くお礼申し上げます。

下記の通りご請求申し上げます。

目3番 1

お問合先 業務統括センター

電話番号 0120-929-805

振込銀行 三井住友銀行 (銀行コー ド0009)

立売堀支店 (店番123)

普通 No
日座名義 コニカミノルタゾ

※上記ご請求欄には、消費税等が含まれております。

V40

お買上額 ご請求残高 ****** ******

69 ******69 ******

月 日 伝票番号 商  品  名 数 量 単  価 金 額 合 計 備 考

bizhub223チ ャージ料金

消 費 税 等 (8%)

請求枚数  43  枚 単価 1円 49銭
◆チャージ料金伝票計◆

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額 計

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額

1 64.00 64

5

64

5

69

69

64

5

69

囲裂可
壁壺整量=塑



請求先コード 8300075512

請求書番号 T170423098T

597‐ 8585
大阪府 貝塚市 畠中

17-1
貝塚市役所本館 3F
貝塚市役所議会事務局

新政クラブ

請 求 書

様

お買上金額 お支払期 日

Ｑ
υ

Ａ
ｖ 18奪り3月 31日

■ →:ONiCA MINOEA

毎々格別のお引立てを賜 り厚くお礼申し上げます。

下記の通 りご請求申 し上げます。

目3番10号

お問合先 業務統括センター

1日言舌濯ζlfナ 0120-929-805

振込銀行 三井住友銀行 (銀行コー ド0009)

立売堀支店 (店番 123)

普通No■■■
口座名義 コ劫ミノルタシ・ヤハ̀ン

(カ

※上記ご請 に は れております。

ページ・ 1/ 1
作成日 18年 03月  03日

V40

1丁 目

18 02月 01日

請求明細表

ご請求残高 ****** ******

6363 ****** ******

月 日 伝票番号 数 量 単 価 金 額 合 計 備 考

02 ‐26 187 bizhub223チ ャージ料金

消 費 税 等 (8%)

使用枚数    40   枚  単価 1円 49銭
◆チャージ料金伝票計◆

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額 計

消 費 税 等 (8%)

お 買 上 額

1 59,00 59

4

59

4

63

63

"4
63

伸

お買上額

商  品  名



支  払  伝  票

議員又は経理責任者印 ●

項   目

資料作成費

支払年月日

平成30年 3月 28日

金   額

579円

内   容

コピー用紙代

支 払 先

総務課

(摘  要)

新政クラブ



一般会計

納入通知書 (納付書)兼領収書

貝塚市

(払込人 )

(払込人)

新政 クラブ 様

金  額 579円

(払込目的)

徴収金収入 コピー使用実費徴収金 (総務課 )

会計 繰 款 項 目 節 細節 細々節 年度―納付書番号

010  0  19 05 03 01 0102 0000 29 -   0012995

摘  要

コピー使用実費徴収金

納付期限 平成 30年 3月 30日

上記のとお り納入 して下さい。

平成 30年 3月 19日

領収 日付印

貝塚市役所

貝塚市長 藤原 龍男 ■ ふ ィだ

げ

属

02010100
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議員又は経理責任者印

●

項   目

資料作成費

支払年月 日

平成 30年 3月 28日

金   額

1 695円

内   容

コピー用紙 A-4 1箱

支 払 先

同長常

(摘  要)
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上記正に領収いたしました

OA機 器 ・
事務用品。文具

有限会社  長

●597-0004貝 塚 市 西
TELく 072
FAXく 072〉431-2601
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請 求 書

新改今))(′ 様

30年 き
） 導

器 上 オ フ ィ ス 家 具
ゴム印

有

常

7 -
月 日 0162(|り

-2601く

名口
ｍ 摘  要

む0

002565
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 J624397

島IIミl夕4/,7:i,´ :)〔

納 吊 書

様

OA機 器・ オ フ ィ ス ま 具
事務用畠・文具・各種印用・ゴム印

有限会社 長     常
代表取綺役 長 '非 常 昭

059イn“
貝 塚 市 西 町 7-3
TELく 072〉 422-0162(υ
FAXく 072〉 431-2601
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収入印紙

17号文書

領  収  書

-.",'rrrjt' ts *j 月 .ィ /日

殿

No.444958
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合計金額 Ｊ
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担 当 部 門

うち、消費税等

上記の金額正に領収いた しました。

コ
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円 _:' /・ メ1′ク4

扱者印

●

株式会社

■-105-0023 芝 浦 1-1-1

※社印・扱者印・金額の前に¥のないもの、複写によらないもの、金額を訂正したものは無効とします。

入

金

内

訳

現  金

小切手

手  形

振 込

相 殺

その他


